試験対策　江戸幕府の動揺　
＜江戸幕府の動揺Ｐ１３６～Ｐ１５０＞
５代将軍ａ　　　　　　　

方針～ｂ　　　　政治。武力で治める（EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶだん),武断)政治）時代は終った！

学問で治めよう。学校（EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆしま),湯島)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せいどう),聖堂)）を建てるのに金を使う！

　　↓後継ぎができない…。僧侶が「動物を大切にせよ」と言うと…

・ｃ　　　　　　　を出して動物を保護。また動物を飼うのに金を使う！
・でも悪い事は続く。江戸の火災で復興するのにまたまた金を使う！
もうお金が無い！じゃあ、てきとうにたくさん作っちゃえよ！ 

↓世の中に質の悪いお金たくさん。貨幣の価値はさがる

　　　　↓物価はｄ　　　　　する。これじゃあダメだぁ！そこで…
学　　者ｅ　　　　　　～将軍の家庭教師、６・７代に使える

・ｃを廃止！・貨幣の質を戻す！・長崎貿易も制限！（金、銀を外国にやらん）
　　　　↓でも効果は薄く、「暴れん坊将軍」の出番だ！
８代将軍ｆ　　　　　　のｇ　　　　の改革

方針～米将軍、米の収入そのものを増やそうよ！
　　①ｈ　　　　　　を町人にやらせた。年貢率もアップ！
　　②ｉ　　　　　　　　～裁判の基準（大岡越前と作る）
　　③ｊ　　　　　　　　～民衆の意見
　　　　↓とりあえずは成功…。と思ったらｋ　　　　のEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だいききん),大飢饉)
老　　中ｌ　　　　　　

方針～世の中商売。金儲けで財政再建だ！
　　①ｍ　　　　　を奨励して営業税を取って儲けよう！
　　②ｎ　　　　　を奨励して外国相手に儲けよう！　　

　　　　↓（代金はｏ　　やｐ　　　　（海産物）で払い「金」の流出防止）

↓しかし金儲けに走り過ぎた。ｑ　　　　　がはやって批判が…

　　　　↓とどめは、ｒ　　　　の大飢饉
老　　中ｓ　　　　　　のｔ　　　　の改革（厳しくいこうぜ！）
方針～とにかく厳しく！質素倹約！勉強勉強！
　　①幕府の学校ではｕ　　　　　以外禁止！

　　②上の２人のミスはしない！大飢饉に備えｖ　　　　　　　させた。
　　　　↓「ぶんぶぶんぶ」と厳しすぎる…「ああ、もとの田沼こいしき」
　　さらに、１７９２年ロシアのｗ　　　　　　が根室にきて動揺。
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＜商人の生活＞
・大阪～各藩のｘ　　　　　があった。

　　　　ｙ　　　　　　　と呼ばれた。

　　　↓（くだりもの）

・江戸～ｚ　　　　　　　と呼ばれた。

・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),五)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいどう),街道)
　Ａ　　　　　　　Ｂ　　　　　　　
　Ｃ　　　　　　　Ｄ　　　　　　

　Ｅ　　　　　　　

Ｆ　　　　航路～新潟方面から北九州、広島、瀬戸内海経由で大阪へ。

Ｇ　　　　航路～新潟方面から青森、津軽海峡、仙台・水戸経由で江戸へ。

＜農民の生活＞

・江戸時代初期から17世紀で耕地面積は約Ｈ　　　倍！

これでは農作業がゆるくないっしょ。そこで、農具も開発された。

（農作業の手順）

春～Ｉ　　　　　　　でラクに深く耕す。

　　・肥料も使う！Ｊ　　　　や　　　　の他にＫ　　　　や　　　　　
　　　・ふにふにふにと時が流れ

秋～刈り取ったら：道具の絵はテキストでもう一度確認しよう！

①日干しをする

（つまり乾燥させる）

②稲からもみを落とすEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だっこく),脱穀)～Ｌ　　　　　からＭ　　　　　でラクに。

　　（つまり稲の米の部分だけバラバラと取り出す。）

③もみは日に干し、もみすりをする

（つまり米の殻を取ってしまう）

　　④その中から米を取り出す作業～Ｎ　　　からＯ　　　　でラクに。

　　（つまり、白い米ツブだけを取り出す。）

・さらに18世紀になると、農民は野菜やEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なたね),菜種)などのＰ　　　　　を生産。

結果、農村もＱ　　　　　の経済からＲ　　　　経済へ変化していった。

・Ｒがひろがると金や銀を交換するＳ　　　　　も力を持ってきた。

＜江戸時代の学問＞

・庶民の子どもも最低限の勉強が必要！　

　読み・書き・そろばんを学べるＴ　　　　　　　

　　↓さらに専門的な分野としても

・Ｕ　　　　（日本の歴史を研究！）Ｖ　　　　　　の『　　　　　』

・Ｗ　　　　（オランダの学問！）Ｘ　　　　　　らの『　　　　　』
・日本沿岸地図作成のＹ　　　　　や、発電機を発明したＺ　　　　　
＜江戸時代の文化～復習プリントの文化を参照＞
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